
【取組内容①】 子ども一人一人を支える学習過程サイクル

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

春日井市立藤山台小学校

子ども一人一人が自分事として学び取り、基本となる見
方・考え方を働かせながら自分で学んでいく授業の研究を
進めています。
どの学年も学習の流れを Google Classroom に示して
います。子どもたちは授業の見通しをもって活動することがで
き、自らが主体的に取り組むための手立てとなっています。
発達段階や学年に応じて単元の流れを示し「課題の設
定」では本時の自分のめあてを決めたり学習の流れを計画し
したりすることができるよう育成しています。

子どもに委ねる授業スタイルになると、様々な学習過程の
形が出始めてくるようになりました。さらに教師の創意工夫に
より、発達段階に応じて子どもの実態に合わせた授業づくり
を行っています。

2年 国語 １年 体育

６年 理科



【取組内容④】 職員ポータルサイトで時短業務効率化

春日井市立藤山台小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

毎週木曜業後は職員打ち合わせを行います。今までは
必要な連絡事項は口頭で伝え、紙に記録をしていました。
Googleスプレッドシートで打合せ記録簿を作成し、ポータ
ルサイトからもワンクリックで開くことができます。予め記入し
ておくことも可能、共同編集機能を活用した資料を掲載
することもでき、大幅に時間短縮されました。

職員用ポータルサイトを作成しました。職員が普段よく使
用する様々なリンクを１つにまとめました。サイトをシンプル
にワンクリックで様々なページにアクセスできることで探したり
迷ったりすることなく業務効率化を図っています。学校に常
時しない非常勤職員などからも好評を得て学校全体で活
用が進んでいます。



【取組内容④】 Chat機能で学びをフィードバック

春日井市立藤山台小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

実践を常に共有できる場「藤山台小授業実践共有」では、空き時間を利用して授業を
お互いに見合ったことを Google Chat を活用して学びのフィードバックを行っています。研
修先で学んだことをアウトプットする場としても活用が進み、オンライン上でも実践や研修報
告が蓄積されています。職員の学びの促進、意識向上につながっています。



【取組内容③】 端末を使って家庭学習はできることからスタートさせる

春日井市立藤山台小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

1年生ではいきなり端末
（chromebook）を家庭に
持ち帰ることはしません。学校生
活や授業の中で徐々に活用を
始め、使い方を学んでいきます。
端末持ち帰りを始めるにあたり、
家庭での利用の仕方と共に学
年通信で情報共有をします。
授業で学んだ写真を撮る機能
を使い、家にある「自分の宝物
や大切にしているもの」を撮影し
てきます。中学年や高学年に
なった時、家庭での主体的な学
習につなげていくはじめの一歩と
して「できることから」スタートをさ
せています。

１年 学年通信 自分の宝物 
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